
総拷報告

宗 教 ・ 永 遠 ・ エ ロ ス

「生 命 と現 代 文 明 」 の 先 に あ る も の

鎌 田 東 二

(聞き手:森 岡正博)

一 まず、「生命と現代文明」の総括ということですが。

生命 と宗教にっいて考えていることを話 します。共同研究 「生命と現代文明」の議論で、宗

教 との関連で欠けていたのは、「永遠」 という視点だと思います。 永遠 と宗教は、非常に密接

に結び付いています。生命は、非一永遠の中に閉じられているがゆえに、 コミニュケーション

をもち得 るし、多様性をもち得る。そ して閉鎖系であるにもかかわ らず、開放系でもあるとい

う構造をもっていると思 うんですね。

っまり、生成変化の中に生命、 あるいは存在がある。 ところが、「永遠」 はそういう意味で

の一回起的な生成変化をもたない。ですか ら、生命が 「永遠」にあこがれるという構造は、宗

教 にとって非常 に本質的であったと思 うんですね。

「永遠の生命」に対する渇望は全宗教史を貫いています。

有名な旧約神話のエデンの園の話を考えてみましょう。 ご存 じのように、アダムとイヴは神

に禁止 されていたエデンの園の中央に立 っている木の実を食べて追放されて しまうのですが、

彼 らが食べた木の実 は 「善悪 を知 る木」、っまり知恵の木の実ですね。 これを食べることに

よって、人間は善悪を知る、特に悪を認識するという神のような知恵を もった。実はもう一っ、

アダムとイヴには禁断の木の実があったのです。それは 「生命の木」の実で した。もしアダム

とイヴがそれを食べると 「永遠の生命」を得て しまう。それでは神 と同 じになって しまうと神

は恐れて、それで彼 らをエデンの園から追放 したのです。これを読むと、知恵あるいは叡智 と

「永遠」 の生命、 この二っが神の属性であったことがわかります。 また古代のケル トの信仰に

も 「常若の国(テ イル ・ナ ・ノグ)」の信仰があったし、 日本にも 「常世の国」 の信仰があっ

て、「永遠」に対する渇望がいかに深いものか知 らされます。

また、霊魂不滅や輪廻転生の思想も、ちょっと違 うレベルですけれども、永遠性に絡む直観

であり思想です。古代エジプ トの場合だと、太陽の運行は日没 して一回死んで、夜の川を巡っ

てもう一度蘇 って再生 してくる。循環的に生死を繰 り返すわけですけれども、それが永遠に繰

り返す と考えられた。それと同じように、人間の生き死にっいても、始 まりと終わりというも

のはあるけれども、それが永遠に繰 り返されて輪廻転生となる。
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近 代 の哲 学 的 な言 説 の 中で は、 永 劫 回 帰 と い うニ ーチ ェの言 葉 に収 斂 さ れ て い くよ うな 存 在

認 識 が 、 そ こ に は あ っ た。 そ うい う、 「永遠 」 に対 す る渇 望 が 、 生 命、 特 に人 間 生 命 にな ぜ 発

生 して 来 た の か。 これ が、 宗 教 と生 命 を考 え て い くうえ で重 要 な ポ イ ン トに な る と思 い ます 。

それ が 霊 魂 観 念 や、 自然 を動 か して い る大 いな る永 遠 の 力 との 関連 の 中 で、 重 要 に な って くる

と思 い ます ね。

現代 の場合 はむ しろ、 この世で 「永遠」を追 求 したい とい う渇望 があるので は。

「永 遠 」 と い う感 覚 を む しろ忘 れ て い るん じゃな い か と思 うん で す よ。 む か しは、 波 多 野 清

一 の 『時 と永 遠 』 にみ られ る よ う に
、 「永 遠 」 と い う もの が宗 教 学 上 の、 あ る い は宗 教 哲 学 上

の テー マ に な った時 代 が あ っ たで し ょう。 ドイ ッ観念 論 の 時代 に お い て も 「永 遠 」 が 、 哲 学 上

の テー マ に な りま した。 ラ ンボ ー は、 『地 獄 の季 節 』 の 中 で、 「見 っ か った/何 が?/永 遠/太

陽 と手 を 取 り合 って行 っ た海 」(粟 津 則 雄 訳)と い う詩 を書 いて い ます 。 この詩 の 題 は、 ズバ

リ、 「永 遠 」 で す ね 。 しか し、 最 近 で は、 「永遠 」 とい う もの に っ い て真 剣 に考 え て い こ う とす

る態 度 や 衝 動 は、 哲 学 的 に も科 学 的 に もほ とん ど な くな って きた ん じゃな い か。 「永 遠 」 に対

す る感 覚 が 非 常 に希 薄 化 した よ う に思 い ます。

一 そ の理 由は、何だ と思 いますか。

ご く簡 単 に ニ ー チ ェ 的 な言 い方 を す る と、 背 後 を 見 る力 を な く した と い う こ とで す。 ニ ー

チ ェ は背 後 を 見 る力 を失 う ζ と 自体 を 肯 定 的 に と らえ て るわ け で す け れ ど も、 背 後 を見 る感 覚

と思 想 が 失 わ れ た。

背後 っていうの は、後 ろ、隠れた所ですよね。

そ うで す 。 つ ま り、 霊 界 とか 霊 的 な もの で す 。 そ うい う 目に見 え な い霊 的世 界 や霊 的 存 在 が

救 済 の ス トー リー を作 って い ま した。 キ リス ト教 は、 イ エ ス ・キ リス トを信 じる こ と に よ って

弱 く悩 め る罪 あ る者 の魂 を永 遠 に救 済 して い く と説 い た。 背 後 を見 るそ の よ うな思 想 は、 人 間

の生 命 を 弱 め て い く力 なん だ と ニ ーチ ェ は主 張 した わ け で す。 ニ ー チ ェの そ の よ うな批 判 は、

あ る意 味 で あ た って い るん で す け どね 。

しか しな が ら、 や は り、 「永 遠 」 感 覚 の希 薄 化 は、 背後 を み る力 、 あ るい は他 界 を み る想 像

力 の喪 失 と関 係 して い る と思 い ます 。 そ れ は、 さ らに言 う と、 霊 魂 に対 す る感 覚 で あ っ た り、

自分 の 存 在 の 根 源 が ど こか ら来 て い るの か とい う直覚 、 直観 の喪 失 で は な い で し ょ うか 。

で は、 第1に 、 どう して その ような直覚が減退 して きたのか。 そ して第2に 、 現代 で も、 セラ

ピーだ とか新々宗教の流 行な どに見 られ るよ うに、 「永遠」 に対 する渇望 はまだ生 きて いるわ け

です よね。 この点を どう解釈すればいいのか。
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「永 遠 」 を 感 得 す る力 が失 わ れ た こ とは 、 理 性 あ る い は知 性 の 発達 と大 い に 関係 が あ る し、

近 代 科 学 技 術 の発 達 と も結 び付 いて い ます 。 地 図 で 言 え ば、 メル カ トル 図法 の よ うに、 どち ら

の方 向 に むか って も均 質 的 な空 間 が 広 が って い る と い う認 識 図 式 が 、近 代 的理 性 を支 え る基 本

的 な シェ ー マ に な って き ま した。 ニ ュ ー ト ン的 な時 空 間 、 す なわ ち絶対 時 間 と絶 対 空 間、 あ る

い は そ の後 で て き た ア イ ンシ ュ タ イ ンの相 対 性 理 論 や 、 科 学 的 な宇 宙論 に よ って世 界 が と らえ

られ る とい う考 え方 が 中 心 を 占 めて 来 た こ とが 、 一 つ の原 因 で す 。 自然科 学 的宇 宙 論 の成 立 で

す ね。 以 来 、 「永 遠」 に っ い て 思 考 す る こ とを 停止 した と思 うん で す よ。

例 え ば 、宇 宙 は ビ ックバ ンか ら始 ま る と い う ビ ッグ バ ンセ オ リー。 ビ ッ グバ ン(大 爆 発)後 、

超 高 密度 な原 初 の空 間 に お い て、 最 初 の数 秒 間 で、 元 素 が で き て、 宇 宙 は永遠 に膨 張 し続 け て

い く。 だ とす れ ば、 そ れ以 前 は な ん だ っ た の か と い う こ とにっ いて 、 答 え を 求 め る こ と はで き

な い。 天 体 の観 測 か ら一 番 初 め の起 源 を推 測 す る しか な い。 神 話 は常 に始 ま りを語 って来 た し、

宇 宙 の始 ま りや世 界 の 始 ま り を神 話 的 な 構 想 力 で 語 って 来 ま した。 しか し、 ビ ック バ ンセ オ

リーや 科 学 的 な 宇 宙論 が で て くる こ とに よ って、 あ る永 遠 的 な もの に対 す る ビジ ョ ンや イ メー

ジ を、 そ れ 以 上 追求 し確 認 す る よ うな事 は判 断停 止 した の で す。

第2点 にっいて は、 どうですか。 「永遠」 に対 す る渇望 はいまで も存在 して いるので はないか と

いう点ですが。

そ れ は、 お っ しゃ る通 りあ る と思 い ます 。 癒 しや 、 気 功 や 、 新宗 教 な どで い ま語 られ て い る

重 要 な テ ー マ は、 存 在 の連 続 性 にっ いて の 気 づ きや 覚 醒 で す 。 つ ま り、 人 間 が 「永 遠 」 と い う

もの に近 づ こ う と した と き に、 非 連 続 な も のを ど うや って 連 続 の フ ェイ ズ に もって い くか と い

うテ ー マ です 。 い の ち と い うの は個 体 的 に、 個 別 的 に あ る。 そ の 個別 的 に切 り離 さ れ て い る ひ

とっ ひ とっ の個 体 の、 連 続 的 な繋 が り、 生 命 と生 命 あ る い は生 命 と他 の存 在 者 との 間 のっ なが

りを、 も っ と深 く広 く見 っ あ て い こ うとす る。 連 続 性 を見 る こ と に よ って永 遠 の生 命 の流 れ に

っ な が って い く。 そ れ を認 識 した り、 イ メ ー ジす る こ とに よ って 、 「切 り離 され た個 体 的存 在」

と い う理 解 が 非 常 に一 面 的 で あ っ た とい う こ と を も うい っぺ ん 見 直 して み る。1960年 代 以 降

の 、 ニ ュ ーサ イ エ ン ス、 ニ ュ ー エイ ジ思 想 、 あ るい はエ コ ロ ジーや デ ィー プエ コ ロ ジー思 想 で

は、 そ う い う見 方 が 強 くな って い る こ とは確 か で す。

永遠を求あ るとい うのですが、いまお っしゃったよ うに、個 々のいのちは有限であ るとい うとり

あえず の前提があ るわ けです よね。生 命に有限性を与 えてい るのは、個体の死だ と思 うんですね。

ですか ら、死 というものを、我々が永 遠 に至れない証 しとしてみるのか、 あるいは死 とい うもの

を永遠 にいたる契機 と して見 るのか というあたりが、宗教 的 に見 ると大 きな分かれ 目だ とい う気

もするのですが、 それ にっ いて はどう思われ ますか。

死 を 「永 遠 」 へ の否 定 的 な契 機 とす る の は、 宗 教 の基 本 的 な戦 略 で す。 死 は完 全 に個 体 の断

滅 で す。 そ の生 涯 の あ らゆ る形 態 や記 憶 や 関係 性 が、 死 に よ って 途切 れ て しま うの です か ら。
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そ う い う意 味 で は有 限 性 と同 時 に個 体 の断 滅 を 、 あ るい は この世 に お け る個 体 の欠 如 を体 験 す

るわ けで す 。

と こ ろが 、 こ の世 にお け る個 体 の断 滅 が 、 実 は、 目に 見 え な い霊 界 や 他 界 と、 も っ と大 き い

強 い 結 び付 き を もって い るん だ と い う直 観 や想 像 力 が あ って、 そ れ が宗 教 の もっ 基 本 的 な 世 界

図 式 で はな いか と思 う ので す 。

個体の死が 「永遠」 に結 びっ くには、ふたっの道 がある と思 います。ひ とっ は、 この世での死が、

他界での永遠の生 に結 びっ くと考え るや りかた。 もうひ とっは、食物連鎖や子孫への連鎖に よっ

て、 この地球上で いの ちの永遠性が獲得 で きるとい う考 え方。 このふたっ は、一見す ると別 の こ

とを言 って いるように見え るわ けですよ。前者 のほ うは、 この空間 とは違 った所 に永遠の世 界を

求 める考え方であ り、後者 は、時間的に も空 間的に もこの空 間を拡大す ることによって、 この世

界で永遠 にっなが ろうとす る考え方。その辺 りの違 いにっいてはどう思われ ますか。

後 者 の エ コ ロ ジ カル な考 え 方 は、 っ な が りの 関係 性 を、 空 間 的 に ど こ まで も延 長 させ て い く

とい う考 え 方 で す ね 。

一 そ うです。

しか し、 極 端 に いえ ば、 地 球 のな か で 連続 性 や 関係 性 の拡 張 を は か っ て い っ た ものが 、 地 球

外 生 命 や 地 球 外 の存 在 と の関 係 性 、 さ ら に は銀 河 系 や宇 宙 そ の ものへ と最 大 に拡 張 して い くと

す れ ば 、 私 はや は り論 理 的 な必 然 と して 、 そ れ は他 界 に 至 らざ る得 な い と思 うん で す よ。 自分

た ち の 存 在 が 、 今 あ る こ の時 空 上 の関 係 性 と は違 う関係 性 ま で を も含 ん で しま うと い うこ と。

っ ま り、 時 空 を 時 空 た ら しめて い る時 空 に至 って、 宇 宙 は閉 じ られ て い な い と い うこ と に もな

るわ けで す 。

要 す るに、 この時空の関係性の網 を徹底 的に拡張 してゆ くと、 それは他界 までを も必然的 に含 み

込んで しまうということですか。

そ うで す 。 こ の世 界 と他 界 が ワ ー プ し、 っ な が って しま う とい うふ うに、 私 は論 理 的 に思 い

ます 。

一 それ は非常 に
、お も しろい考え方ですね。

ど ち らの 考 え 方 も、 あ る限 定 した領 域 の 中 で もの を考 え て い るわ け で す。 前 者 の他 界 が あ る

とい う考 え 方 も、 天 国 で あ る とか 高 天 原 とか、 ご く簡 単 に い う と、 自分 た ち の生 命 圏 、 っ ま り

地 球 中 心主 義 の 世 界 の 中 に あ る他 界 の 構 想 で す ね。 エ コ ロ ジカ ル な発 想 の 中 に あ る の も、 地 球

生 命 圏 構想 だ と思 うん で す よ。・ど ち ら も、 あ る前 提 を も って い る。 そ の前 提 を外 して、 論 理 的

12



宗教 ・永遠 ・エロス

に徹 底 して い く とす る な らば 、 両 者 は別 物 を語 って い る わ け じゃ な くて、 同 じ全 体 構 造 を 語 っ

て い る の で は な い か と思 い ます 。

今 のお話 を聞 いていると、例えば、古代 イ ン ドの輪廻の考え方 によ く似て ませんか。 っま り、 こ

の世界 での空間的なすべての関係性 その ものが、別次元 の世界の関係性へ と、繋が ってい くわ け

です よね。

輪 廻 転 生 思 想 と、 食 物 連 鎖 は、 結 び付 い て い ま す。

こ こで今 、 も うひ とっ 考 え て お き た い こ とは、 セ ック ス と永 遠 性 と い うこ とで す。 永 遠 性 を

感 じ られ る瞬 間 とい うの は、 そ れ ぞ れ が 個 体 的 で切 り離 され て い る け れ ど も、切 り離 され て い

る が故 に も っ と も強 い連 続 性 を 感 じ られ る 瞬 間 に あ る。 それ は物 理 的 な意 味 で の永 遠 で はな い

で す けれ ど も、人 間 が 想 像 した り感 得 した りす る永 遠 性 と い うの は、 そ うい う瞬 間 に立 ち起

こ って い る と思 うん で す ね。

そ の ひ とっ が、 食 べ る と い う行 為 で す 。 食 べ る こと に よ って 、 個 体 的 な非 連続 性 が連 続 性 を

獲 得 す る。 食 べ る こ とは、 他 者 や 世 界 と っ な が る こと な ので す 。

性 も食 も コ ミニ ュケ ー シ ョ ンにか か わ って い ま す。 つ ま り、 非 連 続 な ものを連 続 の状 態 にす

る の は、 コ ミニ ュ ケ ー シ ョンで す 。 そ の コ ミニ ュ ケ ー シ ョ ンの ひ とつ と して、 儀 礼 的 な コ ミ

ニ ュ ケ ー シ ョンが あ る。 神 や死 者 の霊 に供 え物 を して、 そ れ を一 緒 に食 べ る。食 べ る とい う儀

礼 的行 為 を行 な い、 神 話 的物 語 を語 る こ とに よ って、 永 遠 性 を感 得 す る瞬 間 を もっ。

も うひ とつ重 要 な の が性 です 。 プ ラ トン は、 「恋 にっ い て」 とい う副 題 を もっ、 『饗 宴 」 と い

う対 話 編 の 中 で、 人 間 は もと もと男 男 、 男 女 、 女 女 とい う3っ の種 族 で あ った と語 って い る。

と ころ が、 そ の人 間 が あ ま りに も強 力 で傲 慢 に な り過 ぎ た ので 、 神 は怒 って 、手 足 そ れ ぞ れ4

本 、 顔 が2っ 、 胴 体1っ の入 間 を、 真 っ二 っ に切 り離 して しま った。 そ れ ゆえ 、人 間 はそ の 自

分 の半 身 を渇 望 し求 め続 け る こ とに な った。 そ して、 始 源 的 な完 全 性 を回 復 しよ う と して 、 合

一 へ の あ こが れ を もっ の だ と言 う
。 性 的 に結 び付 い た とき に、 も っ と通 俗 に言 え ば性 的 な 一体

感 、 エ ク ス タ シー 状 態 の 中 で ひ とつ に な る。 元 の完 全 性 の 中 に収 ま って い ゆ くこ とを 味 わ う。

これ が 、 性 と永遠 とい う問題 に か ん す るひ とつ の イ メ ー ジで あ り、 解 答 です 。 実 際 に は、 人

間 の性 的 行 為 とい うの は、 時 間 的 な経 緯 が あ り ます か ら、 永 遠 に続 くわ け で は な い。 射精 を永

遠 に 引 き伸 ば す こ と はで きな い し、 オ ル ガ ス ム スを永 遠 に 引 き伸 ば そ う とす る こ と は、物 理 的

時 間 と して は不 可 能 で す 。 しか し、 そ こに は 自分 た ち の個 体 的 な 限界 を越 え た と思 わ れ る瞬 間

が、 や は りあ る。 個 体 的 な 限界 を越 え た 時 に、 何 に包 ま れ るの か、 ど うい う位 相 に達 す るか と

い う こ とが 、 セ ック スの 領域 で は非 常 に 重 要 で す 。一 種 の他 界 へ と連 れ 出 さ れて い くよ う な、

さ っ きの 話 と の関 連 で 言 え ば、 未 知 な る世 界 、 他 界 の領 域 へ と存 在 が運 ば れ て い くよ うな 、 そ

うい う感 覚 を もち得 る もの が、 セ ッ ク スだ と思 うん で す 。

現代の性 のデ ィスコース(言 説)は 、週刊誌的なデ ィスコース と、 もうひ とっ は、 アメ リカでキ

ンゼイ リポー トとかハイ トリポー トな どが出て来た影響 、っま り性科学 のデ ィスコースが混 ざっ
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て いると思 うのですが、 どち らも、 例えば 「快感」 であ るとか、「興奮」 だとか 「オーガズ ム」

だ とか、 あるいはパ ー トナー との 「愛情」 な どとい った夕一ムで、 セ ックスとい うものを語 るわ

けです。鎌 田さんがお っしゃったよ うな、 セ ックスの中に他界が あるというような言 い方 は、現

代で はか な り少数派であ って、抑 圧 されてい るとい う気 が しませんか。

そ うか も知 れ ま せ ん が、 それ は い い意 味 で も悪 い意 味 で も ロマ ン主 義 的 な思 想 の 中 に は あ り

ます 。 ノ ヴ ァー リス とい う ドイ ッ ロ マ ン主義 の:旗手 は、 哲 学 的 、 詩 的 に そ の こ とを は っ き りさ

せ ま した。 古 く錬 金 術 の 中 に は、 結 婚 の 秘儀 は、 プ ラ トン的 な意 味 で の魂 の合 一 で あ る と い う

考 え方 が あ りま す。 そ こで、 自然 界 と霊 的 な もの を結 婚 させ る とい う こ とが 、 魔 術 的 観 念 論 と

して の ノ ヴ ァー リス哲 学 の最 も本 質 的 な テ ー マ と な る。 そ うい う ドイ ッ ロマ ン主 義 や 、 ウ ィ リ

ア ム ・ブ レイ ク の 「地 獄 と天 国 の結 婚 」 とか 、 あ る い は錬 金 術 で い う 「太 陽 と月 の結 婚 」 だ と

か、 そ の よ うな非 常 に象 徴 的 な原 型 的 結 合 や両 性 具 有 とい う ヴ ィ ジ ョ ンで表 現 され て きた もの

は、 い ま言 った よ うな他 界 へ の誘 いや 、 あ こが れ を、常 に含 ん で い た と思 い ます 。 ただ 、 同 時

に、 そ の原 型 理 論 が権 力 的 な言 説 構 造 を も って い る と い う批 判 を す るな らば、 そ こは考 え る余

地 が あ りま す ね。

日本 で 、 そ れ を典 型 的 に 出 した のが 北 村 透 谷 で す 。 北 村透 谷 は、 人 生 の秘 奥 は恋 愛 に あ り と

い う ロ マ ン主 義 的 な テ ー ゼ を、 日本 で 初 め て徹 底 的 に追 求 し表 現 した 。 そ の恋 愛 の 秘 奥 と は

い った い何 か とい う と、 自分 の 「内部 生 命 」 が相 手 の 「内 部生 命 」 に触 れ る こ とで す 。 「内部

生 命 」 が 「内部 生 命 」 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを果 たす 。 そ の 「内部 生 命 」 とい うの は何 か とい

う と、 人 間 の感 覚 の 中 で、 霊 感 と して、 イ ンス ピ レー シ ョ ンと して感 じられ るよ うな もの だ と

北 村 透 谷 は言 う。 っ ま りそ れ は、 古 い言 い方 をす る と 「霊 魂 」 なわ けで す。 北 村 透 谷 は霊 魂 と

い う古 め か しい言 葉 で はな くて、 も うち ょっ と近 代 的 な知 性 に訴 え か け る こ との で き る言 葉 で

語 りだ そ う と した 。 そ の 時 に、 「内 部 生 命 」 と い う言 葉 を 通 して 恋愛 を語 り、 魂 の感 覚 を語 っ

た。 そ うい う 「内 部 生 命」 論 は、 大 本 教 の 出 口王 仁 三 郎 な ど に、 影 響 を あた え て い る。 大 本教

の 出 口王 仁 三 郎 は、 「霊 学 」 と は 「内 部生 命 」 の 探 究 で あ る と言 って い ま す。

一.現 代 の通 俗文化を見 ると
、 みんながセ ックスや恋愛 の ことばか りしゃべ って いるわ けです。で も、

それ らが永遠への道 であ るなんて誰 も言 わな くなってきた。 これ はどう してで しょう。

永 遠 の対 極 に あ る もの は、 刹 那 で す ね。 この 永 遠 と刹 那 の構 造 と い うの は、 す ご く ダ イ ナ

ミッ クな構 造 で あ る と今 まで 考 え られ て きた ん で す ね。 神 話 的 な時 間 とい うこ とで 、 エ リア ー

デが よ く言 うの は、 神 話 とか お 祭 り とい うの は始 源 的 な祖 型 の反 復 で あ る と言 う。 つ ま り、 祖

型 を 反復 す る こ と に よ って 、 そ こ に、 日常 的 時 間 で はな い、 永 遠 的 な 時 間、 無 時 間 的 な時 間 が

現 出 す るん だ と言 う。 そ こ に聖 な る もの の次 元 が あ る と認 識 した と思 うん で す ね。 あ る非 常 に

短 い 時 間、 神 と交 信 す る とか魂 と交 信 す る とか 、 言 って み れ ば刹 那 的 な 時 間 の 中 に、 人 間 が感

得 で き る 「永 遠 」 へ の通 路 が あ る。 そ の よ うに して しか 、人 間 は永 遠 性 を感 得 で き な い とい う、

永 遠 と刹那 の構 造 が あ る。 そ の ダ イナ ミ ックな 関 係 を 、 祭 りな ら祭 り とい う方 法 論 を通 して結
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び付 け よ う とす る戦 略 が あ っ た わ けで す。 問 題 は、 そ うい う、 永 遠 と刹 那 が 切 り離 さ れ て し

ま った状 況 が あ る と い うこ とで は な いか と思、うん で す ね。

っ ま り、 神 話 的 な時 空 や 祭 儀 的 な空 間 に対 す る信 頼 も感 度 もず いぶ ん少 な くな って しま った。

永 遠 と刹 那 と い うダ イ ナ ミ ックな 関 係 を 生 き られ る空 間 で は な くて、 その か わ り に、刹 那 そ の

もの が そ の都 度 そ の都 度 果 て しな く求 め られ て い くと い うよ う な反 復 性 の 中 に、 現 代文 明 の 性

的渇 望 と い う もの は置 か れ て い るの で はな い か と思 い ます 。

恋愛 やセ ックスにいろんな人の関心が向 いています よね。 これは、 うが った見方 をす れば、 「永

遠」 を感 じたい我々の無意識が、我々 をそち らの方へ と駆 り立てて いるので はな いか。そ う考 え

ると、現代 の産業や メディアが、セ ックスや恋愛 の装置 をいっぱ い作 ろうとしてい るの は、 かっ

てあ った祝祭空間 というものを、今あ る消費社会 のなかで、作 り出そ うとしてい るんだ とい うふ

うに見 ることもで きませんか。

そ れ は、 この前 森 岡 さん と対 談 した 『電 脳 福 祉 論 』(学 苑 社)の 中 で 語 られ て いた 問 題 、 っ

ま り、 シ ャー マ ニ ズ ムが 現 代 の電 脳 空 間 の 中 で別 の形 で蘇 って くる と い う考 え と一 致 す る し、

『意識 通 信 』(森 岡 正 博 、 筑 摩書 房)の 中 で 語 られ て き て い る こ と と もっ な が って く る こ とで す

ね。 そ の観 点 そ の もの は、 僕 は有 効 だ と思 い ま す け れ ど も、 しか し、 前 に も何 度 か話 した よ う

な疑 問 が あ る わ けで す ね 。 っ ま り、 現代 の 電 脳 空 間 の 中で の シ ャ ー マ ニ ズ ム的 な もの の蘇 りが、

真 性 シ ャー マ ニ ズ ム の復 活 なの か と い う疑 問 と同様 、 そ れが 本 当 に祝祭 的 な もの に な って い る

の か ど うか と い うこ と は、 も う い ち ど問 わ れ る べ きで は な いか と思 うの で す よ。

斎 藤 綾 子 さ ん が こ う い う こ とを 述 べ て い ます 。 セ ック ス は、 コ ミュ ニ ーケ ー シ ョンの一 っ の

方 法 で あ る と よ く言 われ て い る けれ ど も、 彼 女 の場 合 は違 うと言 う。 彼女 は、 自分 の 中 に あ る

幻 想 を膨 らま せ い く、 た だ その た あの通 路 と して セ ック スが あ る と い う言 い方 を して い ます 。

私 は非 常 に よ くわ か る な あ、 と い う思 い と 同時 に、 違 うな あ と い う思 いが あ る。

僕 は や っぱ り違 うん だ な。 私 は セ ック ス とい うの は徹 底 的 に コ ミニ ュケ ー シ ョンだ と思 って

い る ので 、 自分 の幻 想 を限 り な く膨 らませ て追 求 して い くと い う の は分 か らな い で はな い ん だ

け れ ど も、 コ ミュ ニ ー ケ ー シ ョ ンと い う の は そ の幻 想 を も突 破 した り解 体 した り再 構 築 した り

して、 先 へ進 ん で い く もので は な いか と思 うわ け です よ。

他 界 と の関 係 に して も、 っ なが りや 連 続 性 の 問題 に して も、 そ れ を一 っ の言 葉 で語 る とす れ

ば、 そ れ は や は り、 コ ミュ ニ ー ケ ー シ ョ ン とは何 か、 ど の よ う な コ ミュ ニ ーケ ー シ ョンが我 々

に可 能 な の か とい う こと に尽 き る と思、うん で す。 コ ミュ ニ ー ケ ー シ ョ ンす るた あ に は、 個 体 性

が や っ ぱ り必 要 な わ け です よ。 主 体 と い うか、 個 的 な 自 己 と い うか 、 要 す る に発 信 と受 信 を 同

時 にす る よ うな個 体 性 が必 要 に な る。 そ の個 体 性 の基 盤 とい うの は、 人 間 にお い て は肉体 で す。

肉体 と い うの は、 感 覚 セ ンサ ー の有 限 性 を も って い ま す。 我 々 は宇 宙 線 を感 覚 と して は感 じ ら

れ な い け れ ど も、 実 際 に宇 宙 線 そ の もの は人 体 内 を通 過 して た りす るわ けで す。 意 識 レベ ル、

細 胞 レベ ル、 分 子 レベ ル そ れ ぞ れ にお いて 、 コ ミュニ ー ケ ー シ ョ ンの シ ス テ ム は、 多 様 かっ 複

雑 に働 い て い る。 今 、 宗 教 に問 わ れて い る こ とは、 この コ ミニ ュ ケ ー シ ョンの密 度 を ど こま で
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人 間 が 深 化 さ せ て い く こ とが で き る のか 、徹 底 させ か っ緻 密 に して い く ことが で き るの か とい

うこ とだ と思 い ま す。 そ の コ ミュ ニ ー ケ ー シ ョ ンを緻 密 に させ て い く力 は、 一 っ は ま ちが いな

く知 性 で す 。

そ うい う意 味 で も、 近 代 的知 性 は、 非 常 に重 要 な エ ポ ッ クだ った と思 うんで す ね。 つ ま り、

古 代 的 ・中世 的 な宗 教 的知 性 、 神 話 的 知 性 だ けで 終 わ って しま った ら、 知 性 が 自分 自身 か ら抜

け 出 て い って 、 自分 自身 を振 り返 って くる よ う な反 省 的 な 知性 の発 達 はな か な か生 まれ な い。

知 性 は、 自分 の 知性 の あ りか た を 自 己否 定 す る よ うな 力 に よ って発 達 して い きます か ら。 そ う

い う知 性 が どん どん 深 ま った り、 繊 細 に な った り、 開 か れ て い くと い う フ ェイ ズ を、 我 々人 間

存 在 は も って い るの で はな い か。 そ れ に くわ え て、 人 間 の肉体 を人 間 の知 性 が ど う と らえ て、

どの よ うな もの に加 工 して い く こ とが で きる の か と い うこ と も、 同 時 に問 わ れ て きて い る と思

うん で す。

こ うい う近 代 的 な 知 性 の果 て に、 も う一 度 肉体 そ の もの を通 じた コ ミュ ニ ーケ ー シ ョ ンの深

い あ りか た 、 あ る い は多 様 な あ り方 とい う もの を、 人 間 は 冒険 して い くん だ ろ う とい う気 が し

ま す。 そ の 一 つ は、 異 種 間 コ ミュニ ー ケ ー シ ョ ンです ね。

異 種間 というの は、人間 と他 の生物 種のあいだ とい うことですか。

はい 。 今 、 非 常 に具 体 的 な 実 践 と して 注 目 され て い る もの の一 っ が、 ジ ャ ック ・マ イ ヨー ル

た ちが 行 って き た素 潜 りの事 例 で す ね 。 水深100メ ー トル を、.素潜 りで も ぐる。 そ の時 に、 普

通 の 状 態 で は考 え られ な い よ う な状 態 が お こ る。 そ の一 っ は、 ブ ラ ッ ドシ フ トと い って 、 末 端

の毛 細 血 管 に い って い る血 液 が 、 深 海 に入 って い く と きに脳 に集 中 す る とい う現 象 が お こ る。

これ は、 人 間 で は普 通 お こ らな い と され て いた 現 象 な の で す。 イ ル カ や魚 に お こる現 象 が 、 人

間 に もお こ る の で す。 そ の ジ ャ ック ・マ イ ヨ ール の場 合 は、 哺乳 類 と して 陸 に あ が った け れ ど

も、 もう い ち ど海 に帰 って い った、 動 物 最 大 の脳 の 容 量 を もっ イ ル カ と交 信 す る こ とを通 して、

世 界 に対 す る も っ と広 が りの あ る感 覚 を獲 得 し、 自分 の も って い る と思 って い た 肉体 的 限界 を

も うい ち ど 開 い て い く とい う試 み を行 な っ た。

異 種間 コ ミュニーケー ションで連想す るのは、 シャーマ ニズムはそ うい うものを、技 法 と して取

り入れていま した。

ま さ に そ の 通 りで す 。 動物 の霊 と話 す とか、 動 物 の ア ニ マ ルパ ワ ー を身 にふ りつ けて ヒー リ

ン グを す る とか 。

一 もう一っ は
、 自然界 とい うか、生態 系 と人 間の性 的な コ ミュニーケー ションとい うもの も、文学

の中で は語 られて きた と思 うのです。異類婚 もあ ります し、海 の潮 の うね りや森 の官能 を相手 に

セ ックスやマ スターべ 一シ ョンをす るとい うテーマ もあ った と思 います。
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そ れ は、 お っ しゃ る とお りで す 。 私 が 、 なぜ 異 種 間 コ ミュ ニ ーケ ー シ ョ ンを持 ち 出 して きた

か とい うと、 シ ャー マ ニ ズ ムの 中 にあ った 非 常 に本 質 的 な一 面 が 、異 種 間 コ ミュニ ー ケ ー シ ョ

ンに よ って も うい ち ど検 証 され て い る と思 うか らで す 。 特 に、 日本 の神 話 の 中 に は、 古 くは岩

や木 や 草 が 言 問 う世 界 が あ った と表現 され て い る。 そ こへ 天孫 降 臨 して きた者 が、 そ の草 木 言

語 り世 界 の カ オ スや ノイ ズを 治 め て、 統 一 的 な 国 家 と言 語体 系 に整 序 して い った とい う事 態 が

お き る。 そ の 統一 され る以前 の世 界 で は 、 草 や 木 や 岩 が 語 り、 そ れ とッ チ グ モ だ とか ク ズ だ と

か い う非 常 に 自然界 的 な名 称 で語 られ て い る部 族 が コ ミュニ ー ケ ー シ ョ ンを して い た と、 日本

の神 話 で は語 られ て い る。 そ の草 木 言 語 の世 界 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの あ り方 を も う一 度 考 え

直 し、 身 につ け る方 法 論 を学 ぶ べ きで は な い か。

この こ と は、 梅 原 猛 さ ん の言 う縄 文 時 代 に ま で繋 が る部 分 は もち ろん あ るわ けで す けれ ど も、

私 はそ れ を ロマ ンテ ィ ッ クに取 り上 げ る っ も りは全 くあ りませ ん 。 ただ 、 異 種 間 コ ミニ ュ ケ ー

シ ョ ンは、 日本 に お い て も、 世 界 各 地 に お い て も、 シ ャー マ ニ ズ ム の中 で も っ と も重要 な テー

マ と され て きた とい う こ とを確 認 した い。 そ して、 熊 だ とか蛇 だ とか 猪 だ とか鷲 だ とか鷹 だ と

か 、 ア ボ リジニ で言 え ば カ ンガ ル ーで あ った り虹 蛇 で あ った り、 そ う い う もの と 自分 た ち の、

あ る特 別 で 強烈 な神 秘 的絆 を も うい っぺ ん もっ こ とに よ って 、 そ れ らが守 護 霊 、 守 護 神 の よ う

な もの に もな れ ば、 自分 の な か に あ る 自然 治 癒 力 を促 進 した り媒 介 して い く力 に もな る。 実 際

に、 そ うい う動 物 的 なパ ワ ー と 自分 自身 が 結 び付 い た と い う 自覚 の も とに、 ヒー リン グを行 う

こ とは、 呪 医 治 療 に お い て は実 際 にな され 続 けて き た こ とで す ね。

異 類 婚 にっ いて 言 え ば、 日本 の初 め の 異 類 婚 と い う の は、三 輪 山 の神 様 が丹 塗 り矢 に化 けて 、

美 人 が糞 を ま る と き に そ の ホ ト(女 陰)を っ いて 、 「ホ トタ タ ラ イ スス キ ヒメ」 が生 ま れ、 や

が て神 武 天 皇 と結 婚 して 、 初 代 の皇 后 に な った と い う話 が そ うで す。 三 輪 山 の神 ・大 物 主 神 は、

神 で す け ど、 実 際 のそ の正 体 は蛇 で もあ るわ けで す か ら。 蛇 で あ る神 は、 丹 塗 り矢 に も化 け る

わ けで す ね。 猿 とか 、 熊 とだ とか、 い ろ ん な動 物 と人 間 が結 婚 す る こと を通 して 、 英 雄 的 な 力

を も っ た子 供 が生 まれ て くる と い う神 話 や 物語 や伝 説 は、 非 常 に多 く、 日本 のみ な らず世 界 中

に広 が って い ます 。 そ れ は異 類 的 な力 を ふ りつ け る こ とに よ って、 自分 た ちの 日常 的 な 有 限性

を越 え た力 に到達 す る と い う ビ ジ ョンで あ り、 そ の力 の行 使 だ と思 うん で す ね 。

一 最初の話 題にまた戻 りますけれど も
、広 い意 味でのセ ックスというのが本当 は永遠 への扉 にな っ

て い くはず だ とい うお話が あ りま した。だ とすれ ば、異種 間の性的 な コ ミニ ュケー シ ョンと、

「永遠」 とい うものっなが りにつ いてはど う思 われますか。

異 種 間 の み な らず、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 通 して 「永 遠」 に っ なが ろ う とす る と き に エ ロ

テ ィ シ ズ ムの 問題 が 出 て きま す。 ノ ンバ ー バ ル(非 言 語 的)コ ミュニ ケ ー シ ョンの全 般 に エ ロ

ス的 な力 が 関与 して い ま す。

こ こで 、 敬 愛 す るKさ ん の例 を 出 しま し ょ う。Kさ んが 、 大 学 院 生 の こ ろ、 初 めて ブ ナ林

に入 った と きに、 もの す ごい ブナ林 の官 能 的 な力 にっ き動 か され て、 思 わ ず 自分 の一 物 を 出 し

て マ ス ター ベ ー シ ョ ンを した。 そ うい う話 を彼 の 口か ら聞 い た と き に、 僕 は、 あ あ 、 わか る!
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そ うだ よ ね!と 思 った ので す よ。 そ れ を あ る雑 誌 に是 非 載 せ て くれ と言 っ たん で す けれ ど も、

彼 は そ の部 分 を残 念 な が ら自分 で カ ッ トして しま った。

私 は そ の 時 、 彼 の話 に 引 き続 い て 、僕 は聖 地 を ま わ る と何 か知 らな い けれ ど もよ く夢 精 を し

て しま う とい う話 を した ん で す。 場 の 力 に賦 活 さ れ る とい うか、 非 常 に刺 激 され て精 を漏 ら し

て しま う。 これ は、最 初 、 自分 の修 行 が足 りな い か らだ と思 って い た け れ ど も、 しか し単 に そ

れ だ け で は な い と思 うよ うに な った とい う こ とを話 した わ け で す。 しか し、 エ ロ ス と異 種 間 コ

ミュニ ケ ー シ ョン とい う点 で は、 私 は、Kさ ん の ほ うが、 も っ と端 的 だ と思 うん で す よ。 私

は、 も う15年 来 、 マ ス タ ー ベ ー シ ョ ンをす る こ とを や めて しま い ま した か ら(笑)。 も う、 そ

うい う こ と はで きな い 身 に な って し ま った し、 す る気 も起 こ らな い わ け です け ど。 で も、 彼 の

気 持 ち と行 為 は よ くわ か るん で す ね 。

私 は津 軽 の 岩 木 山 で 初 め て ブ ナ林 に入 りま した。 ブナ林 に入 った 時 に、 ブナ の木 が放 って く

る フ ェ ロモ ンと い うか 、 そ れ は非 常 に エ ロテ ィ ッ クな ん で す よ。 何 か妖 精 的 で女 性 的 な、 形 容

しが た い官 能 的 な力 の 場 が あ って 、 本 当 に極 め て エ ロテ ィ ッ クだ った。 この世 に こん な に エ ロ

テ ィ ッ クな も のが あ るの か と嬉 し くも愕 然 と し ま した 。 植 物 に対 して そ れ は あ りま す し、 僕 は

鉱 物 に対 して も、 す ご くエ ロ テ ィ ックな もの を 感 じ る こ とが あ るん で す ね。 そ れ は 自然 界 の い

ろん な形 態 、 洞 窟 の中 に も あ る し、 海 の波 の うね りの 中 に もあ る。 台風 な ん て の は、 私 は とて

も エ ロテ ィ ック に感 じます 。 森 岡 さん は高 知 の 生 まれ で しょ う。 僕 は徳 島 の生 ま れ だ か ら、 台

風 は エ ロテ ィ ック なん で す よ。

一 わか るよ うな気が しますね。

あ る意 味 で は、 地 震 や、 火 山 の噴 火 も、 す ご くエ ロ テ ィ ック な も の なん で す ね 。 そ う い う自

然 の猛 威 と か、 荒 ぶ る 自然 と言 わ れ て い る よ うな も の に対 した と き に、 自分 自身 の中 に あ る強

烈 な エ ロ テ ィ シズ ム が刺 激 さ れ て、 そ の 中 に入 り込 ん で い き た い、 海 の嵐 の中 だ っ た ら海 の嵐

に突 入 して い きた い と思 った りす る。 もち ろ ん、 そ こで は人 間 は木 っ端 微 塵 に な って 、 死 んで

しま うわ け で す け ど ね。 自分 の身 が分 裂 して 散 り散 りに な っ た と して も、 死 をか けて で もそ う

い う もの の 中 に入 り込 ん で い き た い、 と い う欲 求 や、 衝 動 に促 され て しま う。Kさ ん の ブ ナ

林 の場 合 だ と、 マ ス ター ベ ー シ ョンす る こと に よ って ブ ナ林 と交 感 す る と い うこ と です か ら、

自分 の理 性 に よ って と どめ られ る範 囲 な の で、 も うち ょ っ と距 離 が あ ります 。 で も、 台 風 や火

山 の爆 発 な どを 眼前 に した と き、 そ こか ら逃 げ た い とい う気 持 ち と同時 に、 そ こに没 入 して、

そ の力 そ の もの の場 に入 り込 ん で しま い た い とい うア ン ビ ヴ ァ レ ン トな気 持 ち が一 瞬 に して起

こる。 これ は 、永 遠 に対 す る強 い あ こが れ や渇 望 で は な い か と思 い ま す ね。

一 だ とす ると、鎌 田さんは、 そ うい うエ ロス的な ものを通 して、我 々が永遠 に触 れた り永遠 の中に

入 り込 んだ りす るよ うな通 路を もっと開 くよ うな文 明 とい うか、社会 とい うか、生活世 界が必要

だ と考え られてい るわけですね。
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は い。 基 本 的 に、 エ ロテ ィ シズ ム を も っ と も っ と繊 細 に、 そ して強 烈 に して い く必 要 が あ る

と思 い ます 。 人 間 の も って い る コ ミニ ュケ ー シ ョ ン能 力 の一 つ は知 性 、 も う一 っ は エ ロ テ ィシ

ズ ムで す。 エ ロ テ ィ シズ ム って い うの は、 もち ろ ん想 像 力 と不 可 分 な もので す ね 。 だ か ら、 エ

ロテ ィ シ ズ ムを 深 め て広 げ て い く こ とに よ って、 異 種 間 コ ミニ ュ ケ ー シ ョ ンを も っ と身 体 的 な 、

も っ と肉感 的 な レベ ル で探 知 して い く こ とが可 能 に な る と思 うん です 。

そ れ を も っ と分 析 的 に も総 合 的 に も、 広 く と らえ て い くのが や は り知 性 で す。 だ か ら、 ニ ー

チ ェが言 った 「肉 体 は一 っ の大 きな 理 性 で あ る」(『 ツ ァラ ツ ス トラはか く語 り き」)と い う こ

とば に は、 す ご く賛 成 します 。 そ うい う、 肉体 が もつ 大 き い理 性 を もっ と開 発 す る とい う こ と。

そ れ は一 っ はエ ロテ ィ シズ ム と い う こと で あ り、 も う一 つ は ニ ー チ ェが 否定 しよ う と した神 の

感 覚 や霊 魂 の感 覚 とい うこ とで す 。 そ れ は、 シ ャー マ ニ ズ ム に まで 当 然 つ な が って い き ま す。

補足 的にお聞 き したいんです けど、例 えば、 アメ リカのカ ウンターカルチ ャー運動が その後 ど う

な ったか と言 うと、その ひとっの方向 は、 セ ックス ・ドラッグ ・ロックンロールというような感

覚 的な狭 め られた世界 に向か って い く。鎌田 さんの 目か ら見 ると、矮小化 されたエロスというか、

感覚的、刹那的快楽の連続を求めて い く。 これが、今 日のアメ リカの病理へ とっなが って いるわ

けです。鎌 田さんのお っ しゃるの は、 それ とは違 うわけですよね。

それ は一 つ の試 行 錯 誤 で もあ った の で し ょ う しね。 我 々 の世 代 もそ うい う時 期 を通 過 した 人

が い っ ぱ い い ます し、 僕 の 友達 に も、 ドラ ッグで 捕 ま った人 達 が た くさ ん いて 、 そ れ を、 僕 自

身 、 そ う した経 緯 や 経 験 は無意 味 な もの と は全 然 思 い ま せ ん。

た だ 、 こ こで はそ の 発 端 を考 え て み た い 。 そ の ドラ ッグ な ら、 ドラ ッグが ど こか らお こ って

きて い る のか 。 それ は、 もち ろ ん古 代 の 宗 教儀 式 に お い て ドラ ッグ が使 わ れ た り、 イ ンデ ィァ

ンの 瞑 想 を 助 け るた め 、 あ るい は儀 式 を助 け るた め に、 ペ ヨー テ とい う、 メ スカ リンが幻 覚 症

状 を お こす 薬 物 を使 って い た。 そ れ は、 ひ とつ の コス モ ロ ジ ー や神 話 を共 有 す る人 た ち が、 ド

ラ ッグを 通 じて その 宇 宙 的深 遠 や神 話 的世 界 に触 れ て い くわ け で、 そ うい う永 遠 的 な神 話 的世

界 の リア リテ ィを感 得 して い く構 造 が あ った わ け です よ。 しか し、 ロ ック ン ロー ル は そ うい う

意 味 で の 神 話 性 を まだ 見 い だ して い な か った し、 今 な お そ うい う意 味 で の共 通 の神 話 とい うの

はな い 。 そ れ が ロ ック ン ロー ル の現 代 的個 体 性 で あ る以 上 、 それ は身 体 的 に暴 走 して い く一 面

が あ る と思 うん で す 。

しか し、 そ の 近 代 に お け る発 端 を考 え て い く時 に重 要 な の は、 イ ギ リス ロマ ン派 の詩 人 ウ ィ

リア ム ・ブ レイ クで す。 ウ ィ リア ム ・ブ レイ ク は、 「知 覚 の門thedoorofperception」 を清

め た な らば 、 事 物 が そ の もの と して、 あ りの ま ま に無 限 に開 か れ て 、 自分 た ち の前 に現 れ て 出

て く るだ ろ う と言 い ま す。 つ ま り、 人 間 は感 覚 の セ ンサ ー の あ る限 定 され た領 域 の中 、 いわ ば

感 覚 の牢 獄 にい るわ け だ け ど、 も しそ の セ ンサ ー の扉 を も っ と開 いて い く こ とが で きた な らば 、

も っ と深 く繊 細 に事 物 の世 界 と コ ミュ ニ ー ケ ー シ ョ ンを 深 め て い くこ とが で きる と い う こ とで

す。 そ れ を 、 彼 は 「ア ル ビオ ンの誕 生 」 とい う、 裸 体 の 青年 が オ ー ラに輝 い て い る絵 で表 して

い ま す。 大 江 健 三郎 は 『新 しい人 よ め ざ め よ』 とい う小 説 を書 き ま した 。 「新 しい ひ と よ 目覚
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め よOrouseupyoungmenofthenewage」 とい うの は、 直 訳 す る と、 新 しい世 代 の 若 者

た ち よ め ざ あ よ と い う言 葉 で、 「ミル トン」 と題 した ブ レイ クの 詩 の 中 に あ るの で す。 ニ ュー

エイ ジよ 目覚 あ よ と い うの は、 今言 った よ うな 、 知覚 の 門 を 開 け とい うテ ー ゼ で もあ る わ けで

す ね。

ウ ィ リア ム ・ブ レイ ク は、 詩 人 で も あ り画 家 で もあ るん で す けれ ど も、 ドル イ ドだ った。 彼

は、 キ リス ト教 徒 で す が、 異 教 的 な ケ ル ト文 化 に お け る詩 人 で あ り予 言 者 で あ り天 文 学 者 で

あ っ た古 代 の賢 者 の ドル イ ド的 知 を 現 代 に蘇 らせ よ う と して 、 イギ リス にお け る ドル イ ド結 社

の チ ー フを 死 ぬ ま で20数 年 間努 め た人 な ん で す 。

ドル イ ドと い うの は、 ケ ル トの宗 教 で は樫 の木 の賢 者 と い う意 味 で す 。 ドル イ ド的 な 知 性 と

い うの は シ ャ ー マ ニ ズ ム も含 ん で い た し、 輪 廻 転 生 や 霊 魂 不 滅 の 思 想 を 含 ん で い ま した。20

世 紀 に な っ て、 オ ル ダ ス ・ハ ッ クス レー とい う人 が、 『知 覚 の 扉 』 と い う本 の な か で 、 メ ス カ

リンを 使 っ て 自分 の 知 覚 の扉 を 拡 大 して 開 い て い く とい う こ と を や る。 そ れ は、 ア ン リ ・ ミ

シ ョー や ラ ン ボー な どの詩 人 達 が、 神 秘 主 義 的思 想 と ドラ ッグ の併 用 に よ って、 新 しい感 覚 世

界 、 感 覚 の地 平 を 開 い て い こ う と した、 そ うい う知 と身 体 の 冒険 の延 長 線 上 に あ った わ け で す。

ハ ック ス レー は、 『永 遠 の哲 学 』 と い う本 も書 い て い ます 。 知 覚 の扉 を開 い て ゆ け ば、 い ま

ま で の知 覚 コ ー ドで は と らえ られ な か った次 元 の 違 う コ ミニ ュケ ー シ ョンの レベ ル に達 し う る

し、 そ れ は 永 遠 性 に触 れ て い くこ と に もっ な が って い る とい う直観 が、 ブ レイ クに もハ ッ ク ス

レー に もプ ラ トンの エ ロ ス論 や イデ ア論 に もあ っ た。 そ の テー ゼ は何 千 年 来 、 何 万 年 来 変 わ っ

て いな い 。 形 を変 え て 、 繰 り返 され て い る と思 うので す 。 そ の 流 れ が 、 ウ ィ リア ム ・ブ レイ ク

か らオル ダ ス ・ハ ック ス レー を経 由 して 、 ニ ュ ー エ イ ジ に まで っ な が って きて い る。 そ の と き

ハ ック ス レー を経 由 した た め に、 ドラ ッグが 知 覚 の変 容 を促 して い くひ とつ の 方 法 論 にな って

き た とい う こ とな の で す。

宗教 の問題 に、 もういちど戻 りたい と思 うのです が。

生 命 と宗 教 を語 る と き に、 最 も本 質 的 な問 題 と して 私 が 取 り上 げた か った の は、 「永 遠 」 あ

るい は 「永 遠 性 」 とい う問題 で す。 永 遠 性 に っ な が る こ とに よ って生 命 が救 済 され て い く、 何

か 他 の もの に 自分 自身 が 連 続 的 につ な が って い く こ と に よ って救 済 さ れ て い く とい う ス トー

リーが あ る と思 うん で す ね 。 そ の 点 にお い て は、 一 神教 で あ ろ うが 多神 教 で あ ろ うが、 基 本 的

に は同 じ構 造 を も って い る と私 は思 うの で す 。

も ち ろん 一 神 教 と多 神 教 は全 然 違 う と い う視 点 も可 能 で す 。 しか し、 神 の永 遠 性 に触 れ る こ

と に よ って 、 個 体 的 分 断 が 大 い な る連 続 性 の フ ェ イ ズ に連 れ 出 され て 救 済 され て い く。 それ は、

輪 廻 転生 で あ ろ うが、 永 劫 回 帰 的 な循 環 で あ ろ うが、 キ リス ト教 的 な一 回 限 りの天 国 で の救 済

で あ ろ うが 、 永 遠 性 に触 れ る とい うテ ー ゼ、 永 遠 性 に触 れ る こ とに よ って も うい っぺ ん蘇 る、

永 遠 の生 命 の 中 に入 って い く とい う構 図 とい うの は、 か な り大 き い物 語 だ と思 うん で す。

輪 廻 転 生 は、 イ ン ド的 な物 語 の 中 で は、 非 常 に ネ ガ テ ィ ブに と らえ られ て い ま す。 輪 廻 転 生

は苦 しみで あ り、 業 の連 鎖 の 中 に あ るが ゆ え に 、 そ の業 か ら抜 け 出 て解 脱 し、 解 放 され て い く
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とい う こ とを求 め る。

と ころ が、 日本 に入 って くる と、例 え ば楠 正 成 が 語 る 「七生 報 国」 の よ うに何 度 で も生 ま れ

変 わ って も国 の た め に奉 公 す る とか、 生 まれ 変 わ って 生 まれ変 わ って して、 子 孫 の た あ に も、

社 会 の た め に も、 国 の た あ に も役立 と う とす る よ うな、 循 環 して この世 に降 り立 って くる こ と

を、 非 常 に肯 定 的 に と らえ る思 想 が あ り ます 。

この ふ た っ を比 べ る と、 イ ン ド的 な感 性 の方 が む しろ特殊 で、 生 ま れ変 わ って くる ことを ネ

ガ テ ィ ブに と らえ る よ う な発 想 は、古 く は なか っ た と思 うん で す よ。 た だ し、 ネ ガ テ ィブで あ

ろ うが、 ポ ジテ ィブで あ ろ うが 、生 ま れ 変 わ って くる とい う回路 を通 して永 遠 性 に触 れ る。 永

遠 性 に よ って救 済 の道 が ひ らけ る とい う こ と は、 いず れ にせ よ一 貫 して い ます 。

と ころ が仏 教 は それ と は違 う。 とい うの は、 仏 教 は、永 遠 に触 れ る こ とに よ って 人 間 が 救 済

さ れ る とい う物 語 と は違 うと こ ろ に到 達 した、 到 達 しよ う と した か らで す 。 それ は、 簡 単 に 言

う と、 〈永 遠 と刹那 〉 の合 間 に立 っ、 あ る い は 〈自然 と霊 魂 〉 〈自然 と神 〉 の隙 間 に立 っ とい う

位 置 で す。 ど ち らに対 して もあ るデ ィ ス タ ンスを と る。 どち ら も宙 づ りにす る よ うな デ ィ ス タ

ンス を とる ん です 。 仏 教 は、 そ れ を、 「無 」 とい う言 葉 で語 っ た り、 「空 」 と い う言 葉 で 語 った

り します 。 そ れ は なぜ か と い う と、 永 遠 に触 れ る こ と よ って人 間 が救 済 され る と い うの も、 一

っ の迷 い で あ り執 着 で あ り、 そ れ 自体 が も う一 つ の 苦 を生 み 出す か らな ので す 。 永 遠 によ って 、

果 た して救 済 され る のか 、 と問 う。 そ う い う人類 が 業 と して担 って い る執 着 の構 造 を 、全 部 、

一 回 と らわ れ の な い状 況 に置 いて み る
。 救 済 と い う物語 で はな くて、 救 済 その もの が ど うい う

成 り立 ち を も って い るか と い う こ とに気 づ くこ と、 そ れ を洞 察 す る ことを 通 して 、 執着 と救 済

の物 語 とは違 う位 置 に立 と う と した の が仏 教 の非 常 に重 要 な人 類 史 的 位 置 だ と思 うん で す よ。

だ か ら、 永 遠 性 に触 れ る と い う こ とを あ え て求 め な い。 しか し、 大 乗 仏 教 や そ の後 の仏 教 史 、

密 教 な ど も含 め る と、 「大 日如 来 」 や 「久 遠 の本 仏 」 に触 れ るわ け だ か ら、 永 遠 の 哲学 に戻 っ

て い る わ け です よ。 だか ら、 宗教 史 の 中 で 、 永遠 の 哲学 や、 永 遠 の ビジ ョ ンが いか に 強烈 に人

類 の心 を貫 い て き たか と い うこ とが、 そ こか ら逆 に読 み取 れ る と思 うん で す ね 。

しか し、 ブ ッダ の位 置 は、 そ の永 遠 の哲 学 に対 す る断念 と、 そ こか ら一 回 離 れ る とい う位 置

を獲 得 した の で は な いか 。 だ か ら こそ、 彼 は呪術 を禁 止 し、 神 話 的 な体 系 に よ らな か った。 っ

ま り、 シ ャー マ ニ ズ ム的 世 界 を 、一 回 自分 た ちの生 き る空 間 か ら切 り離 そ う と した の で す。

永 遠 の哲 学 にっ なが って い く方 向性 と衝 動 と構 造 は、 シ ャー マ ニ ズ ム に も ア ミニ ズム に あ る。

しか し仏 教 の原 点 に お い て は、 あえ て永 遠 に対 す る は っ き り した位 置 を も と う と した。 永 遠 に

対 す る執 着 の構 造 か ら離 れ よ う と した。 そ れ は、 非 常 に貴 重 な位 置 だ った と思 い ます。

一 お聞き したいことが2点 あります。 ひとっ は、永遠な ものか ら距離 をとろうとす ると、ふっ うは

「刹那主義」 にな っち ゃうわけです よね。 刹那主義 というの は、 まさに今 ここにあ る刹那 の瞬間

を、 その都度 その都度生 ききる、 という考え方です。 けれど も、今、鎌田 さんがお っしゃったの

は、 それ とは違 うん です よね。で は、 どこが違 うのか とい うのが最初 の質問です。第2点 は、鎌

田 さんはそ ういうブ ッダの考え方 を、再評価 しようとい う立場 なのか どうか ということです。
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第1の 質問にっいては、永遠にっながろうとすることも、刹那的な今 ここに生きようとする

ことも、どちらもある強い執着を生むという認識がまず根底にあるということだと思 うんです。

永遠にもいかないし、刹那にもいかないという、ある距離をとろうとするわけです。っまり、

執着や業に人間が搦め捕 られている構造を解きほぐしていく行為そのものが、そのような距離

をとらせる。 それが、「空」 とか 「無」 とかの、仏教的な悟 りの言葉で語 られている位相 じゃ

ないかと私は思うわけです。

救済されるという物語 も、一っのとらわれなのだという認識があると思うんですよ。救済さ

れるという物語がとらわれであることによって何が起こるかといえば、一つは宗教戦争がおこ

るわけです。それは、どちらがより正 しい教えなのか、どちらが本当の救済なのかという問題

を生み出していきますから。救済 と救済が、戦 うわけですね。こっちのほうが本当の救済だよ、

そんなので救われるわけないじゃないか。お前の神様はまちがった救済を説いてる、 というこ

とになりますよね。だから、救済をめぐって、宗教同士が、まさに相手を撲滅 したり、抑圧 し

ていくような構造をもってしまう。それは永遠にっながろうとしながら、その永遠性をもっと

も暴力的な形でこの地上に実現してしまう行為になりますから、結局、永遠の宗教的暴力化と

いうことになるんですね。

それから、刹那に生きるという刹那主義も、人間のもっ個的欲望、肉体的な欲望や、名誉欲

だとか金銭欲だとかいろんなものがありますが、それらによって、一人一人がより不自由にな

り、よりとらわれの中に入って しまうということがある。

ですか ら、どちらの極にたいするとらわれからも自由であろうとするようなほぐしかたが必

要です。それが、 ブッダの位置ではなかったかと私は認識しています。

第2の 質問に対する答えも、永遠の哲学や刹那の哲学に対する、ブッダ的な中道の哲学は、

今 日において も非常 に重要な意味をを もっ はずだ と私 は再評価 しているわけです。私 は、

シャーマニズムの再発見 ・再発掘 ・再評価をしようとしてきたわけですけれども、あるとき、

シャーマニズムがもっているディオニソス的な力、その闇や権力性や暴力性に強く気付いたこ

とがあるんです。その時、 シャーマニズム的な暴力、アニミズム的な暴力からもっと自由にな

るための道、それから解放 されていく道 も同時にとても必要だと思ったのです。その時に、原

始仏教のブッダの教えは、シャーマニズム的な暴力性をほぐしていく力と方法と方向性をもっ

ていると認識 したのです。癒 しについても、永遠にっながることで癒される癒され方もあるし、

永遠からも刹那か らも脱却することによってもっと癒されるという癒され方もある。っまり救

済的癒 しと解放的癒 しですね。

シャーマニズムやアニミズムが秘めている暴力性とは、どんなものなのですか。

シャーマニズムもアニミズムも、ある力をもちますね。例えば、パワーアニマルを自分が得

たとします。そのパ ワーアニマルというのは、力自体です。力は善でもなく悪でもなく、力そ

のものです。それが相手との関係性によって、相手を支配 しようとしたり、奴隷にしようとす

るような力に変化する。その力の典型的な神話的かっ制度的構造が、王権です。宗教団体の教
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祖 も、そういう力を背景として出て くる。

そういう力は、かな らず しも人間を本当に解放 してい くわけではなくて、逆に人間を呪縛 し

抑圧するような権力的な力と構図に、しば しば転化する。例えば、魔術においていえば、黒魔

術 と白魔術という二っの魔術のありかたがあ ります。黒魔術 とは、簡単に言 うと、魔術的力の

行使によって自己のエゴイスティックな個的欲望を実現しようとする。それに対 して白魔術 は、

他者の幸福のような利他的な救済を達成するために魔術的力を行使する。魔術的な力そのもの

は変わらないとしても、それがどういうふうに使われるか、 どういう人間関係のなかで使われ

るかによって、魔術的な力の行使の仕方 は変わっていきます。剣でいえば、殺人剣と活人剣の

違いですね。 シャーマニズムには、力そのものの体験や現前があるわけで、それを通 してどう

いう人間関係や社会関係を構築 してい くかが常に問われて くるわけです。ですか ら、その使わ

れ方によっては、個人の生命を支配 して、自分に都合のいいように改造するということにもな

ります。それか ら他の宗教との間での宗教戦争や、あるいはシャーマニズムを母体にして生 ま

れてくる救済の物語相互の戦いといったものを生み出す。そういうサイキック ・ウオーズ(心

霊戦争)や マジカル ・ウオーズ(呪 術戦争)を 生み出すシャーマニズム的暴力性というものが、

私 はあるんだと思います。

だとすると、シャーマニズム的なものの再評価と、ブッダ的な中道の再評価との関係は、どう

なっているのでしょうか。

両方共存 しているという事態ですね。揺れ動いているということかも知れません。例えば、

セックスの問題ひとっをとってみて も、さっき言 った白魔術と黒魔術 と同じように、圧倒的な

力の現前 というものをやはり体験する。その力の現前を通 して、自己刷新や自己解放を遂げた

り、癒 される場面 も、 しばしばあると思 うんです。宇宙的な感情、 というか宇宙的なものをそ

の中で感得することはしばしばある。それは、エネルギーの循環みたいな構造でもありますか

ら。セックスを通 して永遠にっながり、癒 しがおこるという局面。 これは否定できないものと

してある。体験的にも、周 りの人の話をいろいろと聞いたりしても、間違いなくそういうもの

はある。っまり、性による解放 というのか、それによってある感覚の地平がバーンと開かれて

いくというような場面がある。

しか し、そのように開かれる体験をもったとしても、それがまた別の場面においては、支配

や執着や閉 じられた暴力性を常に生みだし得 る。そのきわどいせめぎあいを、性は常に抱えて

いる。それゆえに蟲惑的であると同時に、暴力的 ・支配的で、いのち(生 命)と りにもなるの

です。

一 なるほど。

シャーマニズムも、この力の両面性を、常に含みもっていて、状況と関係のあり方如何でど

ちらにも反転 し得るきわどいパワー ・オブ ・バランスの上に立 っています。 したがって、どち
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らの要 素 を も含 み 込 み な が ら、 どち らの方 が今 こ こに お い て、 強 くあ る のか 、 また常 にそ れ ら

両 極 を意 識 して 、 ど うい うふ うな倫 理 的位 置 に立 と うとす る かが 問 わ れ て い る と思 い ます 。 で

も、 両 方 に 足 を か けて い る とい う構 造 そ の もの は、 同 じです 。

そ して、 シ ャー マ ニ ズ ム的 な エ ネ ル ギ ー の流 れ が、 暴 力 と か抑 圧 とか を生 み 出 さな い よ うな

構 造 に軌 道 修 正 し、 自分 自身 が深 く内省 で き る よ うな状 態 に も って い くた め に は、 「正 見 」 と

「正 定 」 に根 ざ した ブ ッ ダ的 な第 三 の 目が、 常 に必 要 で はな い で し ょ うか。 そ うい う第三 の 目

と して ブ ッ ダ は、 非 常 に重 要 で あ る と考 え て い ます 。

一 とて も分か りやすい図式 ですね。あえてい じわるに言 えば、基本的 にはシャーマニス ティックな

エ ロス的 コ ミュニケー シ ョンの充実をめざす のです が、 それが暴走 し始 あた ときの ブレーキの役

割 と して、 ブッダ的な ものを も備えておきま しょう、 とい う話ですね。

そ れ は、 ブ ッダを あ ま りに も矮 小 化 し貶 め て い る言 い方 に な ります か ら、 私 はそ う い う言 い

方 は しま せ ん 。 ブ ッダの よ うな 認 識 が 必要 だ と して も、 私 は ブ ッダ そ の もの じゃ あ り ませ ん か

ら、 私 自身 の 位 置 か らす る と、 まず エ ロ ス的 な力 を十 分 に味 わ い き る と い うこ とが 必 要 だ と思

うわ けで す 。

っ ま り、 シ ャー マ ニ ズ ム にお いて も、 性 に お い て も、 あ る い は異 種 間 コ ミニ ュ ケ ー シ ョ ンに

お い て も、 ど こ まで そ れ を 徹 底 して 開 いて ゆ く こ とが で き る の か とい う ことが 、 や は り 「永 遠

の 哲 学 」 の 一 っ の課 題 だ と思 うん で す よ。 あ る瞬 間、 暴 走 しな い と見 え て こな い も の っ て い う

の が 、 常 に あ ります か らね 。 そ こ に は、 生命 を 断滅 す る く らい の力 が あ って、 大 嵐 に ま き こま

れ て 、 そ の 中 に没 入 して 、 そ こで い の ちを失 う とい う こ と も、 あ り得 る わ け です よ。 そ うい う

こ とを 望 む 人 は、 そ うい うこ とが あ って も、 そ れ はそ れ で い い ん だ と思 うん です 。 そ うい う力

を 自覚 して 入 って い く限 りにお いて は、 そ れ はそ の人 の主 体 的選 択 で あ る し、 そ うい う もの の

中 に取 り込 まれ る こと を心 の中 で 望 ん で い るわ けで す か ら、 そ れ は構 わ な い ん です 。

しか し、 も う一 方 で 、 他 者 を完 全 に支 配 し、抑 圧 し、 断 滅 しよ う とす る力 に転 じ得 る こ と も

あ る ので す か ら、 それ に対 す る ブ レー キ って い うか 、反 省 が必 要 な の で す よ。 無 条 件 ・無 前 提

な 生 命 力 の 昂 進 と か、 生 命 力 の活 性 化 の道 だ け じゃな くて 、 老 い て そ こか ら身 を退 け る叡 知 と

い うか 、 そ うい う第 三 の 目 を も って い な けれ ば 、 他 者 を も含 む 大 きい協 同 関係 を ど う構 築 して

い くか と い う とき に、 何 か 決 定 的 な過 ちを 犯 す と思 うん で す 。 人 類 は この よ うな巻 き込 み方 を

常 に繰 り返 して き た し、 さ らに強 固 な拡 大 再 生 産 す ら して しま う と思 うん で す。 核 だ とか ナ チ

ス の よ うな 異 常 の拡 大 再 生 産 を今 後 も して しま うだ ろ う と思 うが ゆ え に、 ブ ッ ダ的 な第 三 の 目

が 必 要 だ と私 は言 い た い の です 。

よ くわか りま した。 ひとっ のポイ ントは他者であ り、 もうひとっ はコ ミニ ュケー ションとい う地

平 で しょうね。

コ ミニ ュ ケ ー シ ョ ンを非 常 に繊 細 に知 的 に深 め て い くた め に は、 ど う して も ブ ッ ダの よ うな
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位 置 を 、 ど こか で もた な け れ ば い け な い。 そ うで な い と、 自 己 と関係 性 を真 に反 省 的 に深 め て

ゆ くこ と は不 可 能 じゃな い か と思 うわ け で す 。 シ ャー マ ニ ズ ム とか永 遠 の哲 学 だ けで は ダ メで

す 。

一 た とえば、 シャーマニステ ィックな生 命力の暴走 がは じま って、 それが共同体や国家を巻 き込ん

で しまうことがあ ります。 そ うい うとき、その暴走 を止 め るためには、ふっ うは司法 とか、警察

力 とか、軍事力 とか、 あるいは社会運動 な どの別 のパ ワーを もってきて止め ようとす るわけです

ね。 しか し、鎌 田さんがブ ッダの 目とい うことでお っしゃりたいのは、 そういうことで はな いわ

けです よね。パ ワーの暴走 にたい して、別のパ ワーをかけ るとい うことではな くて、 もうち ょっ

と違 うことなんですよね。

別 の パ ワ ーで あ って もい い ん で す。 ベ トナ ム反戦 で もね。 そ れ は、 そ うい う形 で 出 て来 て も、

私 は全 然 構 わ な い と思 う。 っ ま り、 人 間 の 肉 体 の 有 限性 と関係 の有 限性 に立 っ 限 り、 これ か あ

れ か と い う選 択 を しな けれ ば い け な い と き って あ りま す ね。 これ か あ れ か と い う、 行 為 の実 存

的 選 択 を しな くて はな らな い と きに、 い っ も自分 を第 三 の位 置 に宙 づ りに して お け と は、 ち っ

と も思 わ な いん で す よ。 そ の 都度 そ の 都度 、 自分 が ど うい う位 置 に い る か と い う こ とが ま さ に

問 わ れ て い る ので 、 私 はあ る力 に対 す る ア ンチの 力 に な る とい う選 択 を した って別 に構 わ な い

と思 い ます し、 そ の よ うな こ と は大 い に 有 り得 る と思 い ま す。

ア ンチの力を立て るとい うことは、 ブッダの 目か らすれば、 それ自身 が非常 に大 きな執着 であ る

わ けですが、 その ことが分 か りきった うえで、あえてす る とい うことですか。

は い。 わ か って いて もす る とい う こ とで す 。

そ こは、 とて も微妙で、難 しいところです よね。

出 家 僧 の よ うに、 文 明 社 会 か らも 自然 界 か ら も一歩 退 い た 山里 か ら、 いっ も傍観 者 の よ う に

社 会 を眺 あ て い て、 「人 類 はい ろ い ろ な バ カな こ とを や って る わ い」 み た い な森 の 隠者 的 な位

置 に立 っ こ とで、 ブ ッダ の認 識 が 完 成 す る とは ち っ と も思 わ な い で す。

一 で も
、 ブ ッタ自身が イ ンド社会の中で選 んだ道 は、それですよね。

(沈 黙)そ うで し ょうか。

教 科書 的に言 うと、人里離れ たところに共 同体を作 ったのです よね。 ブッダの場合 は。

サ ンガ と い う もの を ね。
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一 それ は、 ある意味で は傍観ですよね。

は い。 そ れ は、 さ っき言 っ た よ う に、 刹 那 的 な 快 楽 の哲 学 と、 バ ラ モ ン教 的 な永 遠 の哲 学 の

二 っ の 力 が 、 互 い に補 完 しなが らカ ー ス ト社 会 の よ うな抑 圧 と苦 と を生 み 出 して い たの で す が 、

そ こか ら自覚 的 に 自 由で あ ろ うとす る よ うな 位 置 だ った の で す。 そ の た あ に は、 それ へ の気 づ

き と、 そ う い う と ころ か ら身 を離 す よ うな 生 き方 が 必 要 だ った と思 うわ けで す よ。 それ は傍 観

と い う無 変 革 で は な くて、 達 観 と い う静 か で ソ フ トな 世 界変 革 だ った の です 。

しか し今 日の よ うな、 地 球 的 な規 模 を 覆 いっ く して い く力 を も った文 明 社 会 の中 で 、 そ の よ

うな 森 の 隠 者 的 な生 き方 す る こ とが 、果 た して ブ ッ ダ的 か ど うか す ご く疑 問 で す 。 今 か ら

2500年 前 の 、 あ の イ ン ド社 会 の構 造 の 中 で 成 立 した の と 同 じよ うな も のが 、 今 こ こに あ る か

とい うと、 文 明 の在 り方 も、 知 性 の在 り方 も変 わ って 来 て い るん じ ゃな い か と思 うん です 。 だ

か ら、 ブ ッ ダ的 な サ ンガ を今 こ こに実 現 す る ことが 、 ブ ッダ的 な認 識 の生 か し方 だ と は、 私 は

あ ま り思 わ な い で す。

一一.で は
、 ここで、 究極 の質 問を します。 今 日のような現代文明の中で、 森 の隠者 的な共 同体 に戻

れ ってい う思 想の有効性 は、 たぶんないん だと思 いますね。 ところが、 梅原 猛 さんなどの文化人

が言 ってい るよ うな、現代 の欲望 にまみれた文 明を もうちょっと昔 に引 き戻 して、 もう少 し欲望

や執着 の少ない ような、昔 の時代 の良 き自然 や人 間関係 を取 り戻 さな きゃい けない とい う言説 が

結構 あ るわ けですよね。 それ らを念頭 に置 いたときに、鎌 田さん 自身 は、現代文明の中で我 々 は

どうい うスタンスを取 るべ きだ と思 います か。

簡単 に言 う と、 一 っ は覚 悟 の 問 題 だ と思 い ま す 。 私 は、 「自然 に帰 れ 」 の よ うな ル ソ ー的 な

言 説 も、 「森 が 人 類 を救 済 す る」 とい うよ うな梅 原 さん の森 の文 明論 で も、 救 済 はや っぱ りで

き な い とい うふ うに思 い ます 。 自然 に帰 る こ と に よ って も、 森 に帰 る こ とに よ って も救 済 が で

き な い。 そ の理 由 の ひ とっ は、 生 命 とか 自然 とい う もの を ひ とっ な が りの もの と して 考 え る な

らば、 そ れ は絶 対 的 な 性 善 説 で も性 悪 説 で も と らえ られ な い と い う こ とで す 。 こ の 点 で は、

『生 命 観 を 問 い な お す 』(ち くま新 書)の 森 岡 さん と共 通 す る認 識 が私 に は あ る と思 い ます 。 自

然 に帰 れ と か、 森 に帰 れ って言 う人 は、 自然 や 森 と い う もの が、 一 種 の性 善 説 と して割 と ロマ

ンテ ィ ック に と らえ られ て い る と思、うん で す 。 で も、 私 が思 う 自然 とい うの は、 ものす ごい暴

力 性 を含 む もの な ん で す よ。 あ る い は 自然 そ の も のが もっ欲 動 とい うの か、 そ うい う力 、 常 に

自 らを突 破 して しま うよ うな、 常 に 自 己解 体 を含 む よ うな 暴 力性 の よ うな もの を も同 時 に含 ん

で い る。 常 に何 か恩 恵 を与 え続 け て い くよ う な、 優 しい 自然 だ けで は もち ろん な い わ け で す よ

ね。 食 う や食 わ れ るの 関係 もあ ります し、 火 山 の爆 発 や 台 風 に よ って森 林 が な ぎ倒 され、 地 震

に よ って壊 さ れ、 ま た 氷河 も気 候 変 動 に よ っ て溶 け て沈 没 して しま う とか 、 あ るい は隆起 す る

とか、 そ うい う荒 々 しい、 荒 ぶ る力 そ の もの な ん です ね。 私 は、 そ う い う力 を認 あ な くて はい

けな い と思 う。 そ して 、 同 時 に、 生 命 そ の もの に もそ うい う側 面 が あ る し、 人 間 の生 命 と い う

の は、 そ れ を も っ と拡 大 した もの だ と思 うん で す よ。
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人 間 が、 そ れ を拡 大 して い る とい うの は、 人 間 は道 具 を もち得 るが ゆ え に、 拡 大 で き る と思、

うん で す。 人 間 が この身 体 性 の み にお いて 生 きよ う と した な らば、 い く ら荒 ぶ ろ う と して もた

か が知 れ て い ま す。

しか し、 人 間 は 旧約 聖 書 に もあ る よ うに、 神 の戒 あ を破 って 、 禁 止 され て い た エデ ンの 園 に

あ る善 悪 を知 る木 の実 を、 蛇 の そ そ のか しに よ って食 べ ち ゃ う。 聖 書 的 な言 い 方 を す る と、 食

べ た こ と によ って、 永 遠 の世 界 か ら放 擲 さ れ るわ け で す。 エ デ ンの園 に は、 中 央 に神 に食 べ て

は い けな い と禁 止 さ れ て い た木 が 二 本 あ っ た。 善 悪 を知 る木 と、 生 命 の 木 の二 本 で す。 そ こで

神 は恐 れ た わ けで す よ。 も し人 間 が 生 命 の木 を食 べ る と、 永 遠 の生 命 を 得 ます か ら、完 全 に神

にな るわ けで す。 知 恵 と永 遠 の生 命 と い うの が、 神 の二 つ の力 、 属 性 、 位 相 と して 考 え られ て

い る わ け で す 。 蛇 は そ れ食 べ う とそ そ の か す わ け で す け ど、 人 類 は永 遠 の生 命 の 木 は食 べ な

か った。 た だ、 善 悪 を知 る木 の方 は食 べ た。 そ の た め に、 神 に よ って 追 放 され た 。 つ ま り、 人

間 は永遠 か ら は追 放 され た け ど も、 善 悪 を知 る者 に な り、 永 遠 を渇 望 す る者 に も同 時 に な った。

そ の と き に、 イ チ ジ クで局 部 を覆 い ます よ ね。 っ ま り、 そ れが 人 類 の パ ンッの 起 源 を 神話 的

に物 語 って い るの で す。 旧約 聖 書 に よれ ば、 道 具 の始 ま り とい うの は、 武 器 で はな くて パ ン ツ

で あ る。 そ して パ ン ツを は く こ とに よ って エ ロテ ィ シズ ムが 生 まれ た。 想 像 力 も。

(笑)な るほど。

栗 本慎 一 郎 さん の 『パ ン ッを は い た サ ル』(光 文 社)、 僕 は あれ は名 言 だ と思 う。言 い得 て妙

だ と。 つ ま り、 パ ン ッを はい て しま った が ゆ え に、 性 とい う ものか ら も、 自然 か ら も、 永 遠 か

ら も、 パ ンッー 枚 で 隔 て られ て い る。 そ の パ ン ッー 枚 に よ って隔 て られ た 人 間 は、人 間 的欲 望

と想 像 力 に よ って、 そ の心 の な か に あ る もの を拡 大 し続 け て い く ことが で き る、 そ れ を外 界 に

現 わ し続 けて い くこ とが で き る、 つ ま り、 道 具 を発 明 した わ けで す 。

道 具 の 発 明 、 武器 、 機 械 、 電 脳 、 コ ン ピ ュー タの発 明 も もち ろん 含 み ます 。 そ うい う道

具 的 な 力 に よ って 、 人 間 は、 自分 の心 や欲 望 や想 像 力 を、 自己外 化 し続 けて きた わ けで す か ら、

た ん に 自然 に帰 れ と い う こ とだ けで は全 然 解 決 しな い と思 う。 そ うい う人 間 存 在 の 在 り方 そ の

もの を 、 引 き受 けて い く しか な い。 そ う した と き に、 で は、 そ のパ ンッを はい た サ ル が 次 に ど

の よ うな パ ンッを は くの か 、 あ るい はパ ン ッを脱 いで しま うの か、 パ ンッを 脱 いで も、 さ らに

別 のパ ンッ が あ る と思 う け ど、何 か違 う もの に は きか え るの か、 あ る い は はか な い こ とを通 し

て 何 か 別 の もの に な って い くのか、 とい った 道 を 探 る しか な い んで は な いか と私 は思 うん で す

ね 。

それは知性 の問題で もあると思いますね。

だか ら知 性 とい う もの を、 ど こ まで発 達 させ る こ とが で き るの か とい う ことで す よ。 渇望 は

あ って も、 永 遠 性 に至 る こ と はで きな い。 人 間 の身 体 を どの よ うに機 械 化 して も、 永 遠 か ら は

も う外 れ て しま って い る と思 うん で す ね 。 だ か ら、 究 極 的 に は、 知 性 の問 題 に な って くる と思
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い ます 。 しか もそ れ は、 愛 とか慈 悲 とか友 愛 とか 勇 気 とか の感 情 的 な 要素 を含 ん だ知 性 で す ね。

そ れ こそ エ ロ ス的 知性 で す。

では、いまの現代 文明を形作 ってい る知性 は、 どん な知性だ と思 いますか。 そ して、将来、現代

文 明を克服 で きるか もしれない知性 とは、 どのよ うな知性だ と思 いますか。

今 あ る知 性 は、 デ カル トに倣 って言 え ば、 「延 長 的 知 性 」 で す。 そ れ は延 長 とい う もの を通

して、 生 命 の 連 続 性 も、人 間 の 関係 も、 エ コ ロ ジー も、 と らえて き た知 性 で す 。

っ ま り、 あ る普 遍 原 理 が あ って、 そ れ が延 長 的 に、 均 等 的 に、 あ らゆ る もの に 当 て はま る と

考 え る。 ヒ エ ラ ル キ ー は も ち ろん認 め な い。 不 均 等 な構 造 とい う もの もな い。 そ うい う延 長 的

な知 性 は民 主 主 義 と も通 じる し、 近 代 的人 間像 で あ る 「基 本 的 人 権 」 と も当 然 結 び付 く。 そ う

い う延 長 的 知 性 が 、 我 々の 文 明 や 知性 や社 会 構 造 を、 大 き く支 えて い る もの だ と思 うん で す 。

で も、 「本 当 に知 性 とい う もの は延 長 的 な ん だ ろ うか」 と い う問 い か けが、 シ ャー マ ニ ズ ム

や宗 教 に か か わ っ た と き以来 、私 の な か にあ る。 エ ロテ ィ シズ ムや イ ンス ピ レー シ ョ ンは、 非

常 に非 延 長 的 な もので 、 不 連 続 な 部分 、 飛 躍 や 直観 を含 ん で い ます 。 エ ロ テ ィシ ズ ム と は、 ど

ん な に遠 く離 れ て いて も、 そ れ を 身近 に感 じる こ とが で き る能 力 で し ょ。 恋 人 が 物 理 的 に月 に

いて も、 自分 の魂 の そ ば に寄 り添 って い る とい う この感 覚 は、 延 長 的 知 性 と は また 違 う知 性 だ

と思 うん で す よ。 これ は、 一 面 で は宗教 的知 性 で あ る と同 時 に、 エ ロテ ィ シズ ム の知 性 で す 。

エ ロテ ィ シ ズ ム 的知 性 と い うの か 、生 命 が含 む暴 力 み た い な もの も同時 に見 て い け る知 性 が 、

必 要 にな って くる と思 うので す 。 た とえ ば、異 種 間 コ ミュニ ュケ ー シ ョ ンを成 立 させ る ひ とっ

の鍵 は、 エ ロテ ィ シズ ム だ と思 い ます 。 しか し、 エ ロテ ィ シズ ム は、 そ の よ うな異 種 間 コ ミ

ニ ュ ケー シ ョ ンを拡 大 して い くと同 時 に、 そ れ らを飲 み込 ん で食 い尽 く して しま うよ うな暴 力

性 、 他者 を 侵 犯 して い く力 を同 時 に含 み も って い る。

で す か ら、 そ れ に対 す る繊 細 さ と い うか 、 仏教 的 な言 い方 を す る と、 慈 悲 とか利 他 とい う こ

と に な るん で し ょ うけ ど、 徹 底 的 に エ ロ ス的 で あ り個 体 的 で あ りな が ら、 同時 に そ うい う欲 望

庚 ら超 越 で き て い く知 性 が必 要 に な る。

こ うふ うに解釈 した ら、間違 って いますか。 まず、現代文明 近 代か らず っと続 いている と思

うんですが一 は、延長的知性 に足場を置 いて きたわ けです よね。 しか しそれは、 さまざまな問

題 を産 出 してきた。

その ときにひ とっ考 え られるスタ ンスと して は、延長的知性に足場を置 きなが らも、 それが生

み出 して来 たさまざまな抑圧 とか問題 を、 エロス的知性 によって補完 してい くよ うな立場 が考 え

られますよね。 それは、 いわば延長 的知性修正主義 と言 えるで しょう。

しか し、鎌 田さんがおっ しゃっているのは、それ とはまた少 し違 って いて、む しろエ ロス的知

性 の方 に足場 をお くんだけれど も、 エロス的知性 にだ け足場を置 いてや って ると、それ はあ る種

の暴 力性 だ とか、他者 の飲 み込 みだとか い う別 の抑圧 を生み出 して い く。だか ら、そ うい うふ う

に暴走 しないために、 ブッダ的な目 とい うか、 そういう装置 を用意 してお く。 これが鎌田 さんの
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立場 に一番近 いとい うふ うに解釈 した ら、間違 っていますか。

そ れ で い い と思 い ます 。 私 は延 長 的 知 性 に足 場 を 置 くっ も りは あ りませ ん。 満 足 しき れ ませ

ん か ら。 な ぜ か と い うと、 人 間 の もっ 肉 体 的 な部 分 こそ、 霊 的 な もの と深 く結 び付 い て い る と

思 って い る か らです 。 だ か らこそ 、 「聖 地 」 は 「性 地 」 で あ る とか、 性 感 は霊 感 に比 例 す る と

か、 そ ん な ふ うな言 い方 をす る わ けで す 。 エ ロス 的 な力 とい うの は、 関 係 の あ りか た そ の もの

に働 い て い る、 身 体 的 か っ 霊 的 な、 全 体 的 な力 の場 だ と思 うの です 。 だか ら、 そ の エ ロ ス的 な

もの を ど の よ うに作 用 させ る か に よ って 、 コ ミュニ ュ ケ ー シ ョ ンの密 度 は大 き く変 わ ります 。

一 番 わ か りやす い の は恋 愛 なん で す け ど
、 遠 くに い る もの を本 当 に身 近 に感 じる。 こ の世 に

い な い者 す ら、 自分 は いっ も同 伴 して い る とい う感 覚 。 これ は、 エ ロ ス的 な力 の本 質 だ と思 う

ん です よ。 この世 な らざ る ものへ の、 他 界 的想 像 力 とい って い い よ うな も の、 そ う い う も のが 、

ニ ー チ ェ が言 う 「肉 体 は大 き い理 性 で あ る」 とい う肉体 理 性 へ とっ なが る基 盤 だ と思 うの で す 。

そ こに足 場 を置 い た うえで 、 もち ろん 、 物 質 世 界 は延 長 的 に成 り立 って い ます か ら、 そ れ を

正 し く厳 密 に見 て ゆ く側 面 も必 要 で し ょ う。 エ ロス 的 な もの を徹 底 的 に味 わ う方 向 と、 エ ロ ス

的 な 力 を 明 晰 に させ る力 と して の 延 長 的 な知 性 が 両 方 必 要 で す 。 そ して、 そ の 全 体 的 な 場 を

ブ ッダ的 な知 性 、 第 三 の知 性 が 支 え て い る。

一 非常 にク リアーだ と思 います
。 今の三っ の要素が 出て きま した よね。 「エロス的知性」 と 「延長

的知性」 と 「ブッダの第三 の知性」。 その中で、一番 の足場 はどこか というと、 エ ロス的知性 だ

と考えて いいわ けですか。

そ うで す 。 イ ドで す 。

一 その立場 は魅力的だ し
、わた しもそれ には共感 したい面があ りますね。確認 ですけど、延長 的知

性が問題を生み出 したか らエロス的知性 に戻れ ば良 いという、 これ も 「森 に帰 れ」 と同 じパ ター

ンですが、それ とは違 うんです よね。微妙だ けれ ども。

延 長 的 知 性 が エ ロ ス的 知 性 を明 晰 に して い くと い うこ とを 、 知性 の力 と して認 め な け れ ば な

らな い と思 うん で す 。 エ ロ ス的 な 力 は、 明 晰 さ よ りもむ しろ直 覚 性 や全 体 性 の 中 に い っ も置 か

れ て い るわ けで 、 す ご く曖 昧 に な り易 い し、 ず ら して い くこ と も可 能 な ん で す ね。 メ タ フ ォ リ

カ ル で あ って 、 自分 は鳥 で あ り、 熊 で あ り イ ル カで あ る と い うふ うに、 全 部 うっ しか え て い く

こ とが で き る よ うな 知 性 で す か らね 。 そ う じゃ な くて 、 「わ た しは わ た しなん だ」 「わ た しは わ

た しで しか あ りえ な い」 と い う こ とを ど こ まで も掘 り下 げて い く即 物 的徹 底 性 が、 延 長 的 知 性

の 中 にあ る と思 うの で す 。 そ う い う リアル な 自 己遡 及 力 や 徹 底 性 は大 事 で す。

一 非常 によくわか りま した
。 これ は多分、わた しの上 田紀行に対 す る批判 と重 な って くるよ うな気

が します。
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大 い な る い の ち や そ のっ なが りの中 に解 き放 た れ る こ とに よ って、 解 放 され る とい う こ と は、

私 は そん な に信 じ られ な い わ け です よ。 も っ と、 個 体 的 な もの を明 晰 に して い くこ と。 そ れ と

エ ロ ス的 な力 の 開発 と、 両 方 い る の だ と思 うん で す ね。 で も、 そ れ は正 な る もの と反 な る もの

とい う構 造 じ ゃな くて、 そ れ を も うひ とっ 統 括 して そ れ 自体 を生 きさせ る フ ィール ドが あ るん

だ と い う こ とで す。 そ うい う、 知 恵 の場 と力 を作 って来 た宗 教 的伝 統 や宗 教 的 人 物 は、 や っ ぱ

りい る と思、い ま す ね。

「生命 と現代文 明」 を宗教 か ら見 るとい うお話、 とて も内容 が濃 かったと思 います。 共同研究 の

締 め くくりにふさわ しい もので した。 ありが とうござい ました。

(1995年3月19日 ・鎌i田東二氏 自宅 にて)

補記(1):こ の対話 は1995年3月19日 に埼玉県大宮市の拙宅で行 なわれた。その翌 日、3月20日

に地下 鉄サ リン事件があ り、3月22日 以降、 同事件殺人予備罪や監禁容疑でオ ウム真理教教団施設

の捜索 や教団幹部の逮捕が相次いでい る。事件 の全容 は未 だ不明で あるが、宗教的権力 と暴 力につい

て人 は敏感 にならざ るをえないであろ う。 「宗教 ・永遠 ・エロス」 と題 したこの対話がその問題 に言

及 し、か な り突 っ込んだ問題提起を行 な っていた ことは単 なる偶然 であるが、 これを手 がか りに さら

に考察 を進 めたい。私 自身 は宗教が 自らの宗教性 を批判 的に超 出 し、 さ らなる深化を とげてい く可能

性のあ る ことを確信 して いる。私 はそ うした宗教 の 自己刷新 力を 「超宗教」的創造性 と呼んでい る。

(4月25日 ・鎌 田東二記)

補記(2):校 正のために読 みかえ していて、 鎌 田さんとの対話 の内容 が、 あま りに もオウム真理教

事件 の突 きっけた問題群 とオーバーラ ップ して いることに驚 く。補記(1)に もあるよ うに、 この対

談 は地下鉄 サ リン事件 の前 日に、大宮市で なされて いる。 これ は単な る偶 然だ とは思 うが、 その背後

にある時代 の大 きな うね りの中に、我 々もまた巻 き込 まれて いた ことだ けは確iかだ と思 う。 この対話

のあ とに、 これをさ らに発展 させた、鎌 田東二 『宗教 と霊性』(角 川選書、1995)、 森 岡正博 『宗教 な

き時代 を生 きるために』(法 藏館、1996)が それぞれ 出版 され たことを付 け加えてお きたい。

(12月30日 ・森岡正 博記)
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